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嘉
祥
の
『
法
華
義
疏
』
は
官
頭
に
お
い
て
一
経
三
段
の
説
を
立
て
る
が
、
そ
の
三
段
説
を
立
て
る
の
に
十
義
あ
り
と
し
て
お
り
、
十
義

の
第
一
と
第
四
に
お
い
て
信
に
関
説
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

一
者
聖
人
説
法
必
有
コ
詮
序
－
。
：
：
：
既
静
レ
心
信
仰
宜
閲
レ
宗
授
レ
法
。
故
次
有
＝
正
説
一
也
。
：
：
：
四
者
序
説
発
＝
其
信
心
一
。
正
説
生
－
－
其

智
慧
－
o

故
大
論
云
。
仏
法
大
海
信
為
－
－
能
入
－
智
為
－
一
能
応
九
日

( 1 ) 

で
あ
り
、
こ
こ
で
の
信
仰
、
信
心
は
明
ら
か
に
、
仏
・
法
を
信
ず
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
更
に
『
大
智
度
論
』
の
冒
頭
の
句
を
引
用
す

る
こ
と
か
ら
も
、
そ
れ
は
発
語
の
昨
ω色
色
Fmw
の
意
に
ふ
さ
わ
し
く
、
更
に
信
は
懇
に
至
る
入
口
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
『
義
疏
』
の
各
処
で
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
す
な
わ
ち
、
一
経
三
段
に
両
章
あ
り
序
に
二
あ
り
と
し
、

一
証
信
序
二
発
起
序
。
証
信
令

E
未
来
衆
生
－
於
レ
経
生

t
向》

と
し
、
更
に
こ
れ
を
六
門
に
わ
け
詳
説
し
、
そ
の
三
門
と
六
門
と
で
、

三
序
－
一
来
意
－
門
者
。
立
－
一
此
六
事
－
凡
有
三
ニ
意
－
。
一
為
レ
生
ν信
。
如
是
既
是
信
也
。
下
之
五
句
為
レ
生
ν信
故
。

六
前
後
門
者
。
諸
経
多
云
＝
如
是
我
閲
－
。
以
下
信
是
入
＝
仏
法
－
之
初
主
故
前
標
－
－
如
是
－
。
欲
レ
証
－
－
成
信
義
－
故
次
云
＝
我
聞
や
v
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と
し
、
三
門
の
所
は
『
大
智
度
論
』
の
句
を
用
い
て
こ
れ
を
証
し
、
六
門
の
所
は
『
仏
説
温
室
洗
浴
衆
僧
経
』
と
の
ち
が
い
に
よ
っ
て
証

し
て
い
る
。
か
く
て
更
に
『
大
智
度
論
』
の
「
如
是
」
に
つ
い
て
注
釈
を
挙
げ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、

如
名
＝
如
実
不
虚
－
。
是
謂
至
当
無
非
為
レ
義
。
以
レ
信
＝
仏
法
如
実
不
虚
非
ν邪
是
正
－
故
。
故
信
称
－
？
如
是
－
均

と
、
正
法
な
る
が
故
に
信
ず
べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
、
所
入
の
仏
法
に
入
る
の
が
信
で
あ
り
、
大
乗
を
信
ず
る
の
が
信
で
あ
る
こ
と
を
論

じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
信
ず
べ
き
も
の
は
仮
空
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
法
華
経
説
示
の
場
所
た
る
王
舎
裁
は
現
実
の
場
所
で
あ

り
、
大
国
で
あ
り
、
喧
と
静
と
を
兼
ね
た
と
こ
ろ
で
一
切
を
化
す
こ
と
が
出
来
る
と
こ
ろ
だ
か
ら
、
王
舎
城
、
万
二
千
人
倶
に
つ
い
て
、

《

S
V

明
－
－
住
処
－
。
説
必
有
レ
処
故
可
ν信
也

と
し
、
阿
難
が
も
し
小
人
数
で
聞
い
た
も
の
な
ら
ば
信
ず
る
に
足
ら
な
い
が
、
多
人
数
の
者
が
同
じ
に
聞
い
た
の
で
方
に
信
ず
べ
き
で
あ

《

ev

る
、
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
『
義
疏
』
が
信
に
対
し
て
も
っ
て
い
る
基
本
的
な
型
を
示
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

( 2 ) 

二
万
人
の
日
月
灯
明
如
来
。
ωロ骨

g
ロミ
s
g
a
e”
が
出
現
し
た
と
い
う
法
華
経
の
記
述
に
対
し
て
、
『
義
疏
』
は
こ
れ
は
余
の
一
切

仏
を
明
し
た
も
の
で
、

欲
下
引
＝
過
去
多
仏
－
為
ν証
使
中
間
三
乗
－
信
受
h

也

と
し
て
、

一
乗
の
説
示
に
対
す
る
信
を
す
す
め
る
た
め
に
、
真
実
の
教
え
で
あ
る
こ
と
を
証
し
よ
う
と
し
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
が
、
こ

の
説
示
に
も
、
こ
の
よ
う
な
あ
り
方
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
信
は
『
大
智
度
論
』
の
記
述
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
こ
そ
「
信
為
能
入
」
の
あ
り
方
を
う
け
て
、
信
は
真
実
な
る
も
の
に
対
し
て
の
も
の
と
捉
え
て
い
る
も
の

と
恩
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
の
信
は
宵
脚
色
門
出
品
の
信
か
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
て
『
義
疏
』
は
、
六
瑞
に
関
す
る
弥
駒
田
包
可
O
M
a
－
－
の
疑
問
に
ふ
れ
、
こ
れ
は
一
乗
の
法
を
説
く
こ
と
を
表
さ
ん
と
し
た
も
の



だ
と
し
て
、
そ
れ
は
、

三
執
難
ν傾
一
乗
難
＝
信
受
－
。
恐
－
一
此
土
衆
生
不
p
信。

と
の
ベ
、
真
な
る
も
の
は
信
じ
難
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
難
信
の
法
に
つ
い
て
、

若
一
言
－
－
低
頭
挙
手
皆
成
仏
－
者
。
何
難
ν信
之
有
耶
。
仮
令
羅
漢
作
仏
亦
非
－
一
難
信
－
。
今
明
一
切
世
間
心
行
コ
有
所
得
－
。
開
＝
無
所
得
－
即

諦
＝
反
其
心
－
。
故
多
有
レ
恐
難
レ
信
。
言
－
－
無
所
得
一
者
。
尚
未
＝
曽
了
。
云
何
守
レ
＝
一
。
以
国
一
心
不
ν染
＝
三
一
－
故
名
＝
難
信
－
也
。

と
し
て
、
有
無
の
二
見
に
執
し
て
い
る
た
め
に
難
信
で
あ
る
と
の
ベ
、
こ
の
二
見
を
離
れ
る
と
こ
ろ
、
そ
こ
が
真
の
無
所
得
で
、
そ
の
時

｛

mv 

に
一
乗
を
信
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
だ
と
し
て
い
る
。

こ
の
箇
所
の
妙
法
華
経
は

コ
切
世
間
難
信
之
法
」
と
表
現
し
て
い
る
が
、

町智一向

H1ztw仰
B
S
〈
一
切
世
間
の
難
信
の
法
門
を
聞
か
せ
よ

発
文
法
華
経
は

g2ωl－
owm
，i旬
g
q
g
q
ω
E
l
S
R
B
a
R
B
Eヨ

う
と
欲
し
て
）
と
な
し
て
い
る
。
こ
の
丘
匂

g
q
g
q
ω
w
m
に
つ
い
て

K
N本
の
脚
註
は
、
パ

l
リ
の
己

3
8包
wmw
に
あ
た
る
と
し
て
い

る
が
、
渡
辺
照
宏
博
士
の
営
住

E
S
ω
E善弘
E
g
g
z
g旦
U
E
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
母

5
3音
色
ヨ
ヨ
と
な
さ
れ
て
い
る

《
昭
》
が
、
藤
田
宏
遥
博
士
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
「
そ
の
も
の
に
対
し
て
同
意
し
が
た
い
、
確
認
し
が
た
い
」
等
の
意
を
も
つ
も
の
と
さ
れ
、
信

mmv 

解

包

E
S
E－2
日
と
と
も
に
盲
目
的
な
信
を
排
除
し
て
理
性
的
、
知
性
的
な
信
を
示
す
も
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
『
義
疏
』
が
難
信
を
難

( 3 ) 

信
受
・
不
信
・
難
信
と
と
ら
え
可
制
w
n
E
V
仰
の
意
の
理
解
を
示
し
な
が
ら
も
、
最
後
で
「
信
解
一
乗
」
の
語
を
用
い
た
の
も
こ
こ
に
あ
る

か
と
も
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
の
信
解
は
、
教
え
、
真
な
る
も
の
に
対
し
て
明
確
に
解
決
す
る
信
作
用
仰
向
日
E
S
E－
門
広
と
と
ら
え
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

更
に
、
備
の
「
讃
妙
光
菩
薩
」
以
下
の
句
に
つ
い
て
『
義
疏
』
は
、

以
三
妙
光
善
決
＝
衆
疑
－
逆
社
－
－
詩
情
－
預
閲
＝
信
解
－
。
即
是
世
間
限
也
。

一
切
所
帰
信
者
。
前
歎
－
－
決
疑
之
能
－
即
開
＝
発
法
華
－
。
今
歎
＝
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持
ν 
法
証－v 亙Z

法務
』1.J司 E司

明巻

仏語
滅疏
後』
弘早

雲5
~語
.ff"l..-. r『、
可~~望
ー月

と
の
べ
て
い
る
が
、
妙
光
が
世
間
の
限
と
い
わ
れ
る
の
は
、
衆
人
の
疑
を
決
し
信
解
を
開
い
た
か
ら
で
あ
り
、

一
切
に
帰
信
せ
ら
れ
る
の

は
、
疑
を
除
き
法
華
を
示
し
、
法
の
持
証
に
よ
り
仏
滅
後
の
弘
経
の
徳
を
明
し
た
か
ら
で
あ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
こ
で
い
わ
れ
る
信
解

そ
の
境
地
に
立
つ
が
故
に
帰
信
を
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

《お
V

尚
、
こ
こ
で
の
党
文
法
華
経
は
、
〈
包
を
佐
野

o
a
v
R
B
O
B島町
H
R弘

ggmMMM面
白
ハ
私
の
法
の
保
持
者
で
、
信
頼
す
べ
き
者
で
あ
る
）
と
な

さ
れ
て
い
て
、
信
宵
M
E一
色
町
脚
信
解
州
脚
色
何
回
目

gロW
思
の
語
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

も
ま
た
、

前
説
と
同
じ
で
、

ゆ
る
ぎ
な
い
信
作
用
を
意
味
し
、

〔註〕（1
〉
大
正
三
四
・
四
五
三
上

（2
）
同
同
・
四
五
三
中

〈

3
〉
同
同
・
四
五
四
上

（4
V

同
同
・
四
五
回
中
下

（5
〉
同
同
・
四
五
六
上

（6
〉
同
同
・
四
五
七
下
J
四
五
八
上

コ
者
阿
難
若
与
－
－
小
人
一
共
聞
不
ν
足
ν
可
レ
信
。
以
下
骨
穴
－
－
多
人
－
同
問
主
方
乃
可
レ
信
。
」
尚
四
六
一
上
に
は
「
阿
鍵
若
共
＝
小
乗
人
一
聞
＝
大
法
一
未
レ

足
レ
可
レ
信
。
今
共
＝
大
人
－
而
間
三
大
法
－
則
可
レ
信
也
」
と
あ
る
。

（7
〉
同
同
・
四
七
九
下

ハ8
〉
同
同
・
四
七
二
下

（
9
）
同
同
・
四
七
八
中

（
叩
）
同
同
・
四
七
八
中
「
若
能
離
＝
此
諸
見
－
名
＝
無
所
得
－
。
即
信
＝
解
一
乗
一
」

（

U
〉

ω白
色

V
・W
－可

ハロ〉

ω包
角
田
町

9
2
5
宮
主
ωawm
冨
g
g
oユ
回

M
a
g
g
a
z
e－何回
F
o
p
F
M可
ω・項削
wZEro－
4
つ
O

宥
0

・
5
a・
3
2回匂・
M
M

( 4 ) 



ハ
時
〉

〈

M
）

ハ
路
〉

藤
田
宏
違
・
「
原
始
仏
教
に
お
け
る
信
の
形
態
」

大
正
三
四
・
四
八
一
下

印刷

wav・
匂
－

N
m

（
『
北
大
文
学
部
紀
要
』
第
六
号
〉
九
四

t
九
五

2 

方
便
品
は
一
乗
の
真
実
で
あ
る
こ
と
を
顕
さ
ん
と
し
た
も
の

b
vと
い
う
『
義
疏
』
は
、
妙
法
華
経
の
「
除
諸
菩
薩
衆
信
力
堅
固
者
」

の
一
句
に
つ
い
て
、
疑
を
釈
し
二
乗
を
斥
け
よ
う
と
欲
し
た
も
の
だ
と
し
て
、

除
＝
諸
菩
薩
信
力
堅
固
能
信
解
－
耳
。
至
レ
仏
之
時
乃
名
＝
証
解
－
0

・
：
：
・
言
レ
斥
三
一
乗
－
者
。
既
言
＝
唯
菩
薩
能
信
－
。
則
顕
－
三
乗
不
p
能
ν信

也
。
欲
下
令
三
一
乗
－
改
－
－
不
信
－
以
得
令
信
也
。

( s ) 

と
、
の
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
党
文
法
華
経
は
、

《

3
V

M

言
者
向

w
g告
内
回

0
2
3
a
S
R
B陶
芸
内
問
。
巴

g
e
＆
岡
弘
首
巳
M

可営一

gu函
可
ω
σ
o
a
E
8
2
S
5
3
E
E
Sロ
W
仲
間
宮
司
A
W

巴

zsf一一

ハ
そ
の
法
を
説
会
』
、
説
か
れ
た
法
を
理
解
す
る
人
は
、
信
解
に
住
し
て
い
る
普
薩
た
ち
以
外
に
は
な
い
〉

と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
の
信
力
は
信
解

ω島
区
自
ロ
W
民
の
こ
と
で
あ
る
が
、

『
義
疏
』
も
そ
れ
を
う
け
信
力
堅
固
者
を
信
解
と
な

し
、
証
解
こ
そ
仏
に
至
る
道
だ
と
な
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
証
解
は
仏
性
を
見
聞
す
る
こ
と
で
仏
性
は
諸
仏
の
智
惑
で
第
一
義
空
だ
と
い

う
か
ら
、
仏
或
い
は
仏
の
境
地
を
し
か
と
決
了
し
把
撞
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
て
み
る
と
そ
れ
は
、
理
解
す
る
こ
と
で
は

な
く
て
、
信
解

m
E
E
SロW
誌
を
証
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
菩
薩
は
能
信
で
二
乗
は
不
能
信
だ
と
い
う
が
、
こ
の
信
が
信

解
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
る
の
か
、
宵
包
島
町
仰
の
信
で
あ
る
の
か
は
即
断
は
出
来
な
い
。
『
義
疏
』
は
前
述
の
如
く
「
仏
法
大
海
信
為
＝
能

不
信
は
宵
ω島内容脚

入
乙
の
『
大
智
度
論
』
の
説
示
に
立
っ
て
お
り
、

「
既
言
－
－
唯
菩
箆
能
信
乙
と
な
し
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
の
信
、

嘉
祥
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華
議
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に
お
け
る
信
（
望
月
）
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に
か
か
わ
る
信
と
理
解
し
て
も
よ
か
ろ
う
と
は
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
法
華
経
の
「
其
力
所
不
堪
」
に
つ
い
て
『
疏
』
は
、

一
者
対
－
－
前
菩
蕗
能
信
解
－
。
今
総
序
z
利
鈍
一
切
声
聞
不
ν
能
－
一
信
仰
臥
丸

有
三
一
稲
一
義
－
。

と
し
て
い
る
か
ら
、
信
力
堅
固
の
時
の
註
釈
の
ま
ま
に
う
け
て
信
解
包
E
Bロ
宮
山
と
理
解
し
た
の
か
と
も
思
わ
れ
る
。
更
に
「
舎
利
弗

当
レ
知
」
以
下
の
文
に
つ
い
て
『
義
疏
』
は
、

此
文
接
ν上
来
者
。
上
明
τ九
道
衆
生
不
レ
解
－
－
仏
智
一
十
方
仏
能
解
h

。
恐
冒
三
乗
人
自
絶
不
ν生
＝
信
受
－
。
故
今
略
明
＝
権
実
二
智
一
令
レ
其

生
ν信
。
故
有
－
－
此
文
来
－
也
。

と
の
べ
て
い
る
。

一
見
宵
包
舎
仰
と
思
わ
れ
る
信
で
は
あ
る
が
、
党
支
法
華
経
に
よ
る
と
こ
こ
は
、
削
E
E
g
z
E
T
E苦闘
M
8
5
5
s
，

包
弘
で
あ
り
信
解
で
あ
り
、

令
其
生
信
は
ふ
さ
わ
し
く
は
な
い
。

し
か
し
、
妙
法
華
経
が
こ
こ
を
「
当
レ
生
＝
大
信
力
こ
と
訳
出
し
て
い

る
た
め
に
、
信
と
理
解
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
妙
法
華
経
が
方
便
品
に
お
い
て
包
一
E
BロW
民
を
信
力
と
訳
出
し
た
の
は
、
前
述
の

( 6 ) 

二
箇
所
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
何
故
で
あ
る
か
は
解
ら
な
い
。

『
義
疏
』
に
よ
る
と
、

当
生
大
信
力
者
。
昔
信
三
ニ
乗
－
名
為
＝
小
信
一
。
今
信
二
乗
－
名
為
＝
大
信
－
也
。

と
し
て
信
に
小
信
・
大
信
の
別
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
は
方
便
・
饗
喰
品
で
示
さ
れ
る

E
ロ脚色
E
Bロ
W
民
（
種
々
な
信

《

7
v

解
〉
、
信
解
品
で
示
さ
れ
る
窓
口
m
E
E
Sロ
W
思
（
劣
っ
た
信
解
〉
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
て
み
る
と
『
義
疏
』
が
こ
こ

で
示
し
て
い
る
信
は
、
信
解

ω島
町
田
岳
民
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
信
と
な
し
た
の
は
『
妙
法
華
経
』
の
訳
文
に
よ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

三
止
三
請
の
説
明
に
ふ
れ
て
『
義
記
』
は
、
人
・
天
・
声
聞
・
縁
覚
の
四
種
は
一
乗
を
聞
い
て
も
信
受
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
し
、

そ
の
理
由
は
、

人
・
天
は
愛
を
お
こ
し
二
乗
は
見
を
お
こ
し
、

こ
の
愛
・
見
は
正
観
を
障
隔
す
る
か
ら
一
乗
を
信
受
し
な
い
の
だ
と
し



て
、
生
死
の
楽
、
有
空
の
見
等
を
三
止
し
た
理
由
と
し
て
挙
げ
、
三
請
の
理
由
と
し
て
、
疑
あ
る
が
故
に
、
過
去
世
に
善
根
を
植
え
た
る

が
故
に
、
大
衆
に
現
在
堪
聞
の
徳
あ
る
が
故
に
と
の
三
を
挙
げ
信
受
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
み
る
と
、
も
の
の
見
方
〈
見
・

楽
・
有
空
〉

に
関
し
正
観
で
な
い
場
合
が
不
信
受
で
、

善
根
あ
る
場
合
が
信
受
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

獲
得
し
た
理
解
・
境
地

見

解
〉
と
素
直
な
心
の
あ
り
方
と
で
相
異
が
出
て
来
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
。

三
請
に
お
け
る
舎
利
弗
の
「
唯
願
説
ν之
」
の
言
葉
に
つ
い
て
『
義
疏
』
は
、

二
乗
能
信
故
称
三
唯
願
－
。
人
天
堪
レ
受
叉
称
＝
唯
願
－
。

と
し
、
更
に
二
止
に
つ
い
て
、

但
有
－
二
止
－
者
。
意
正
主
三
増
上
慢
比
丘
不
ν能
＝
信
受
－
故

と
い
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、

あ
る
程
度
の
見
解
・
境
地
を
獲
得
し
た
人
は
、

そ
の
理
解
・
境
地
に
あ
る
が
た
め
に
、

増
上
慢

( 7 ) 

mw

－uE
B仰也一白
F

一
を
お
こ
し
て
い
る
か
ら
仏
語
を
不
信
受
す
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
素
直
に
し
て
過
去
世
に
善
根
を
植
え
、

現
在
堪
聞
の
徳
あ
る
心
が
肝
要
な
こ
と
と
な
り
、
そ
の
よ
う
な
心
か
ら
信
宵
ω《
庄
町
仰
は
生
ず
る
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
第
三
の
請
に
つ
い
て
『
義
疏
』
は
、

今
為
三
一
人
一
故
応
レ
説
ν
之。

一
者
如
ν我
能
解
故
応
＝
為
説
－
。
二
者
自
我
之
外
諸
余
大
衆
亦
能
信
解
故
唯
願
説
之
。

と
い
い
、
更
に
、

「
今
此
会
中
。
加
＝
我
等
比
こ
と
は
、
請
を
釈
し
た
も
の
で
、

身
子
以
外
等
取
＝
中
下
根
人
及
凡
夫
比
一
。
例
亦
能
信
也
。
世
々
己
曽
従
レ
仏
受
ν化
者
。
釈
ポ
上
如
コ
我
等
比
－
能
信
解
よ
也
。
過
去
因
浅
尚

受
＝
仏
化
－
。
況
現
在
因
深
必
堪
コ
信
解
一
。
叉
不
ν信
者
少
順
ν教
者
多
。

と
の
ベ
て
、
更
に

嘉
祥
『
法
華
義
疏
』
に
お
け
る
信
（
望
月
〉



嘉
祥
『
法
華
議
疏
』
に
お
け
る
信
ハ
望
月
〉

初
二
行
煩
下
上
身
子
与
－
－
大
衆
－
堪
申
能
信
解
占
。
第
二
一
行
半
明
二
身
子
大
衆
渇
仰
欲
p
問
。
就
z
初
文
－
又
一
ニ
。
半
行
頭
＝
量
子
親
能
＝
信

《盟》

一
行
挙
ν古
況
今
釈
－
－
身
子
大
衆
能
信
解
義
－

解
－
。
又
半
行
以
頚
z
大
衆
亦
能
＝
信
解
－
。

と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
三
止
三
請
に
関
し
て
『
義
疏
』
は
信
受
を
い
い
、
能
信
と
い
い
、
信
解
と
表
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

説
示
を
展
開
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、

党
文
法
華
経
は
こ
の
箇
所
で
何
度
も
信
を
語
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
は
常
に
昨
日
仏
角
田
町
脚

で
あ
り
、

一
度
ず
つ
浄
信

同肖

8
8
5
と
信
頼
官
民
間
1mus－
と
が
意
味
を
強
め
る
た
め
に
宵
包
円
四
回
同
仰
に
重
ね
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
妙
法
華
経
は
こ
れ
ら
を
常
に

《

uv

敬
信
と
訳
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
み
る
と
法
華
経
の
三
止
三
請
で
語
ら
れ
る
信
は
ひ
た
す
ら
な
信
宵
ω
s
a晶
で
あ
る
が
、

『義

疏
』
の
理
解
は
、
仏
の
説
示
を
理
解
し
そ
の
境
地
に
入
り
う
る
か
ど
う
か
で
と
ら
え
、
信
解
と
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

仏
が
一
仏
乗
を
説
か
ん
と
し
た
法
華
経
の
説
示
「
爾
時
世
尊
。
告
舎
利
弗
」
以
下
の
文
に
つ
い
て
『
義
疏
』
は
、
「
広
閲
ν三
顕
ν
一
断
レ

( 8 ) 

疑
生
ν信
」
の
た
め
に
説
か
れ
た
も
の
だ
と
し
て
、

所
ν
言
別
断
ν疑
生
ν信
者
。
則
為
三
ニ
根
人
ニ
エ
周
説
法
。
令
三
二
疑
断
三
解
生
－
。
動
v
執
生
ν
疑
則
易
故
但
有
三
説
－
。
断
レ
疑
生
ν信
則

難
故
有
三
ニ
周
説
－
也
。

と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
信
は
疑
に
対
す
る
も
の
で
、
三
周
説
法
は
三
疑
を
断
じ
三
解
を
生
じ
し
め
る
も
の
だ
と
も
い
う
か
ら
、

信
は
ま
た
正
し
い
も
の
を
信
じ
領
解
に
至
る
べ
き
入
り
口
と
と
ら
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

『
義
疏
』
は
、
諦
聴
と
い
う
こ
と
は
、
開
懇
を
生
ぜ
し
め
、
普
思
と
い
《
時
》

う
の
は
思
慧
を
生
ぜ
し
め
、
念
之
と
い
う
の
は
修
慧
を
生
ぜ
し
め
よ
と
い
う
こ
と
だ
と
し
て
慧
に
立
点
を
お
い
た
説
示
を
展
開
し
て
い
る

五
千
起
去
の
説
示
に
先
き
立
つ
「
汝
今
一
諦
聴
」
の
と
こ
ろ
で
、

の
も
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。



し
か
し
て
、
五
千
起
去
の
人
に
関
し
妙
法
華
経
が
、

「
我
今
此
衆
無
＝
復
枝
葉
、
純
有
－
－
貞
実
－
。
舎
利
弗
。
如
ν是
増
上
慢
人
。
退
亦

佳
会
」
と
し
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
『
義
疏
』
は
、
退
亦
佳
と
し
た
の
は
、
下
根
の
五
千
人
の
徒
は
住
す
れ
ば
二
損
あ
り
、
去
れ
ば
両
益

あ
り
と
し
、
そ
の
両
益
は
、

一
乗
を
聞
か
な
け
れ
ば
現
在
に
誘
法
の
罪
を
起
き
な
い
か
ら
未
来
に
苦
の
報
い
を
招
か
な
い
こ
と
、
今
ま
で

の
説
示
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
未
来
の
信
解
を
う
る
た
め
の
因
を
結
べ
る
か
ら
だ
と
し
た
上
で
、
今
ま
で
小
乗
教
を
う
け
て
、
今
、
法
華

経
を
聞
い
て
信
解
を
う
る
者
と
、
得
な
い
も
の
と
が
あ
る
の
は
何
故
か
と
質
問
を
立
て
、

①
始
習
－
－
学
大
乗
－
終
亦
聞
＝
大
乗
一
。
此
人
懸
ν信

①
始
習
＝
大
乗
一
中
志
－
一
斯
意
一
。
故
初
為
ν其
説
ν小
。
小
心
稀
改
故
終
為
説
ν
大
。
此
人
間
－
－
法
華
－
亦
信
。

①
本
学
－
－
大
乗
－
而
後
閲
ν説
＝
大
乗
一
便
退
取
ν小
。
：
・
聞
－
一
法
華
－
亦
有
下
成
＝
羅
漢
一
者
主
。
如
レ
此
之
人
間
ν
大
亦
信
。

④
有
下
始
学
－
－
小
乗
－
而
終
問
。
説
ν大
。
此
人
多
不
ν生
ν信
。
以
下
其
習
＝
小
乗
－
回
全
。
若
聞
＝
大
乗
－
講
－
－
其
本
心
一
故
不
レ
生
ν
悔
や

( 9 ) 

と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
大
乗
を
信
ぜ
ら
れ
る
者
は
、
か
つ
て
大
乗
を
習
学
し
、
習
い
、
学
し
た
こ
と
の
あ
る
者
で
、
始
め
に
小
乗

を
学
し
そ
れ
が
長
く
続
い
た
も
の
は
信
ぜ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
、
こ
こ
で
の
信
・
不
信
は
そ
の
教
え
を
理
解
出
来
る
か
ど

う
か
の
前
提
の
上
に
立
っ
て
い
る
と
理
解
を
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

こ
の
五
千
起
去
人
に
む
け
る
「
無
復
枝
葉
。
純
有
貞
実
」
に
関
す
る
党
文
法
華
経
は
、
包
宅
巴
ぜ
仰
自

ogzuz可
ω
冨
円
溜
向
日

aa，

〈

U
V

削与制
wtuv巳
mロH
V

宵
包
円
四
MM
ザ
ω
仰円
O
H
M
g立
浪

E
S
一
ω仰一内容ロ

mv
智
ザ
ロ
可

b
g芯
g
削

σ
E
S仰
口
問
甲
骨
品
目
白
骨
0

．富田内

B
B
S
ω
g
ハ
舎
利
弗

ょ
、
私
の
集
会
か
ら
不
用
な
者
、
無
益
な
者
は
去
っ
て
い
っ
て
、
す
べ
て
の
信
の
核
心
に
お
い
て
立
つ
も
の
の
み
と
な
っ
た
。
舎
利
弗
よ
、
こ
れ
ら
増
上
慢

の
者
が
出
て
い
っ
た
こ
と
は
よ
い
こ
と
だ
〉
と
の
べ
て
い
る
か
ら
、
「
純
有
貞
実
」
と
い
わ
れ
た
の
は
信
の
核
心
吟
ω内庄一何回似品管制
w

を
も
っ
人
、

し
っ
か
り
し
た
信
を
も
っ
て
い
る
人
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
の
な
い
人
は
不
用
無
益
な
者
で
増
上
慢
の
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
点

嘉
祥
『
法
華
韓
疏
』
に
お
け
る
信
ハ
望
月
〉



嘉
祥
『
法
華
義
疏
』
に
お
け
る
信
ハ
望
月
〉

か
ら
す
る
と
、

『
義
疏
』
が
信
不
信
を
理
解
に
か
ら
め
て
と
ら
え
よ
う
と
し
た
の
と
は
異
り
、
信
不
信
は
増
上
慢
の
心
と
の
つ
な
が
り
で

と
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し

『
義
疏
』

は
妙
法
華
経
の
「
舎
利
弗
。
如
是
妙
法
」
以
下
の
文
に
関
し
て
、

五
千
起
去
後
の
残
っ
た
人
々
は
、

浄
器
な
れ
ば

妙
法
を
授
け
ら
れ
る
こ
と
を
明
し
た
も
の
だ
と
し
て
、

《

mv

信
受
奉
持
を
勧
め
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
い
う
信
は
党
文
法
華
経
が
示
す
宵
包
－
門
出
回
仰

《
四
》

い
る
。
即
ち
、
党
文
法
華
経
は
、
妙
法
華
経
の

「
若
能
信
三
実
三
権
－
則
是
得
非
ν失
。
如
一
一
其
不
ν信
則
是
失
非
p
得
」

と
し
、

の
信
か
と
思
わ
れ
る
使
用
を
示
し
て

「
汝
等
当
ν信
仏
之
所
説
言
不
－
－
虚
妄
乙

「
若
有
三
比
丘
実
得
エ
阿
羅
漢
－
。
若
不
ν信
＝
此

法
－
。
無
ν有
－
－
是
処
乙
「
汝
等
当
回
一
心
信
＝
解
受
豆
持
仏
語
乙
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
吟
色
合

a
s
g
g
o
m
v智
f
s
s
σ
g
s’
品
内
守

《
却
》

各
州

W
E
B
Sご
$
5
1
4仰
弘
司
各
自
白

g
g
u『
8
8
3
S
P
4脚
色
可
各
自
己

g
g
（
舎
利
弗
よ
、
私
を
信
ぜ
よ
、
私
は
真
実
を
諮
る
も
の
で
あ

り
、
あ
り
の
ま
ま
に
語
る
も
の
で
あ
り
、
変
ら
ざ
る
も
の
を
語
る
も
の
で
あ
る
）
、

8
5仰ロ
mHga”
の
の
智

6
5忌口同
wgw銀。
M

可
制
丘
町

E
W宮
司

円

av

R
E
S
－拘噸同信仰

ω
g
g
e
g
e
gロ
W
V
B
E
g
g
s仙宮
g
g
g
a
v削
5
5召
宵
三
品

g
宵
包

e
a
Z営
（
舎
利
弗
よ
、
煩
悩
を
尽
し

た
阿
羅
漢
の
比
丘
ら
が
、
如
来
の
面
前
で
こ
の
法
を
聞
い
て
信
じ
な
い
と
い
う
こ
と
は
不
要
で
あ
り
、
あ
り
得
な
い
〉
、
宮

5
2
σ
ロ円四角田守内田町

R
g？

《
認
》

宮町柏戸内山内凶仰向日

FMEHHdMHヨ
gomvmwHeESHMMEgu可制
wg〈
ω宵
弘
司

ω－M可
制
民
似
合
』
の
仏
陀
の
法
を
信
ぜ
よ
、
舎
利
弗
よ
、
私
を
信
ぜ
よ
、
信
頼
せ
よ
〉
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と
示
し
て
い
る
か
ら
、
仏
或
は
仏
の
言
葉
、
仏
の
法
に
対
す
る
信
と
し
て
宵
脚
色
色
町
伽
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
そ
れ
故

に
こ
そ
法
華
経
の
信
を
う
け
て
『
義
疏
』
は
信
受
奉
持
を
勧
め
た
の
だ
と
し
た
の
で
あ
り
、

そ
の
信
は
邸
時

maav仰
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

し、。
法
華
経
の
諸
仏
が
一
仏
乗
を
説
き
、
我
も
今
如
是
と
語
る
段
を
う
け
て
『
義
疏
』
が
、

若
不
レ
信
＝
釈
迦
之
言
－
則
違
三
一
一
世
仏
教
－
。
罪
之
太
也
。
若
信
－
－
釈
迦
之
言
－
則
信
三
二
世
仏
説
－
。
則
福
之
深
也
。
為
ν明
＝
勧
信
－
故
弁
－
－



《

mv

順
問
－
也
。

と
し
、
五
濁
の
惑
世
に
関
し
、

円
相
同
》

次
明
－
－
五
潟
方
便
有
さ
一
。
権
実
有
無
般
然
可
レ
信
。
如
－
－
其
不
ν
信
即
是
悪
人
一
。

と
し
、
更
に
、
凡
夫
は
羅
漢
を
得
ず
し
て
自
ら
究
寛
と
い
い
、
聖
人
は
羅
漢
を
得
て
自
ら
究
寛
と
い
う
、
両
人
は
ど
こ
が
異
る
の
か
と
の

聞
を
挙
げ
、
両
人
が
法
華
を
聞
か
な
い
時
は
い
う
事
は
同
じ
だ
と
し
、

（舗》

若
閲
－
－
法
華
－
則
五
千
凡
夫
不
ν
生
＝
信
受
－
。
聖
人
則
生
ν信

と
し
て
、
法
華
を
信
じ
な
い
者
は
羅
漢
に
非
ず
だ
と
し
仏
滅
度
の
後
に
は
人
法
の
両
縁
に
会
わ
な
い
の
で
、
そ
の
時
の
羅
漢
は
一
乗
を
信

ぜ
ら
れ
な
い
で
、
三
界
外
の
浄
土
の
中
に
生
じ
、
余
仏
に
会
い
法
華
経
を
聞
い
て
決
定
す
る
の
だ
と
し
て
い
る
。
こ
の
浄
土
の
中
で
云
々

の
『
義
疏
』
の
意
見
は
問
題
が
あ
る
と
し
て
も
、
こ
の
書
が
こ
こ
で
示
し
た
信
の
あ
り
方
は
明
白
に
知
り
う
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

( 11 ) 

し
か
し
て
長
行
末
尾
の
「
汝
等
当
一
心
信
解
」
の
前
掲
の
句
に
つ
い
て
、

『
義
疏
』
は
勧
信
奉
行
門
だ
と
し
、
早
く
須
く
信
受
す
ペ
し

と
勧
信
し
た
も
の
だ
と
し
な
が
ら
も
、
妙
法
華
経
の
信
解
の
語
に
よ
っ
て
、
法
の
権
実
と
人
の
真
偽
と
を
明
す
こ
と
既
に
覚
り
ぬ
れ
ば
、

《甜
V

物
を
勧
め
て
信
解
し
受
持
せ
し
む
、
と
し
て
い
る
。
前
掲
の
よ
う
に
、
こ
こ
の
党
文
は
宵
包
内
出
品
で
あ
り
、
勧
信
そ
の
も
の
で
あ
る
の

に
、
『
義
疏
』
が
信
を
す
す
め
た
も
の
だ
と
い
い
な
が
ら
、
「
勧
物
信
解
」
と
な
し
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
、
疑
問
に
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
備
に
入
り
、

「
比
丘
比
丘
尼

有
為
限
－
－
増
上
慢
一

優
婆
塞
我
慢

優
婆
夷
不
信
よ
」
以
下
の
文
を
注
釈
し
て
『
義
疏
』
は
、

優
婆
夷
不
信
者
。
然
四
衆
通
是
不
レ
信
＝
大
乗
－
。
就
二
不
信
中
－
更
閲
壬
一
。
出
家
二
衆
則
有
コ
増
上
慢
－
故
不
ν信。

優
婆
塞
既
是
丈
夫
。

自
謂
＝
雄
幹
－
決
断
守
レ
志
。
我
従
来
己
信
＝
道
理
羅
漢
究
寛
－
。
今
何
容
ν改
ν志
。
故
称
＝
我
慢
－
。
次
既
是
女
人
。
更
無
－
一
余
義
一
直
称
＝
不

《釘》

信－。

嘉
祥
『
法
華
麓
疏
』
に
お
け
る
信
ハ
望
月
〉



嘉
祥
『
法
華
義
疏
』
に
お
け
る
信
〈
望
月
〉

と
し
て
、

一
乗
不
信
は
増
上
慢
・
我
慢
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
、
法
華
経
の
説
示
を
う
け
と
め
て
い
る
。
こ
の
増
上
慢
・
我
慢
は

ωσEt

g仰
ロ
仰
の
こ
と
で
あ
り
、

《却》

て
い
る
か
ら
、
不
信
仰
み

Baa
－－M仰
は
増
上
慢
・
我
慢
”
σ
E
B脚
口
”
に
よ
っ
て
お
こ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
『
義
疏
』

党
文
法
華
経
に
よ
る
と
、
削

wσE目
伽
ロ
ω
を
お
こ
し
た
比
丘
比
丘
尼
優
婆
塞
優
婆
夷
ら
の
不
信
の
者
、

と
さ
れ

も
そ
の
こ
と
を
う
け
と
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
て
、
こ
の
増
上
慢
・
我
慢
に
相
反
す
る
心
の
あ
り
方
は
柔
軟
で
あ
ろ
う
が
、

為
＝
能
入
－
智
為
＝
能
度
こ
の
句
を
引
用
し
て
、

『
義
疏
』
は
『
大
智
度
論
』
の
「
是
大
乗
法
海
信

柔
軟
者
。
有
＝
無
所
得
信
心
－
順
＝
従
諸
仏
－
不
ν違
－
－
大
乗
－
。
如
－
一
湿
牛
皮
－
易
ν可
＝
屈
折
、
利
根
者
。
信
為
＝
其
始
－
懇
為
－
一
其
終
－
。
略
挙
＝

《

mv

五
根
之
初
後
一

と
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
無
所
得
の
信
心
、
素
直
に
純
粋
に
何
の
先
入
意
識
も
な
く
仏
の
教
え
を
そ
の
ま
ま
う
け
と
め
て
信
じ
順

( 12 ) 

う
こ
と
が
、

そ
の
信
が
あ
っ
て
こ
そ
仏
懇
に
入
る
道
が
ひ
ら
か
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
で
あ
ろ

命
剖
》

う
。
そ
こ
で
『
義
疏
』
は
、
以
ν有
－
－
習
因
－
値
＝
仏
菩
麓
－
。
聞
ν説
－
－
大
乗
－
生
二
念
無
所
得
信
－
。
此
無
所
得
信
是
仏
道
種
子
。

一
乗
を
う
け
と
め
る
道
で
あ
り
、

と
い
う
。
人
天
の
善
根
に
二
あ
り
、

一
が
習
因
で
こ
が
報
因
だ
と
い
い
、
報
因
は
人
天
の
身
を
感
ず
る
も
の
だ
が
、
そ
の
時
、
前
生
に
仏

に
値
い
法
華
経
を
聞
く
と
い
う
習
因
が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
習
因
あ
る
が
た
め
に
一
念
の
無
所
得
の
信
が
生
ず
る
の
だ
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

妙
法
華
経
は
「
舎
利
弗
当
レ
知

鈍
根
小
智
人

著
ν相
僑
慢
者

不
レ
能
ν信
－
－
是
法
こ
と
し
て
い
る
が
、

『
義
疏
』
は
こ
れ
を
注
釈
し

て
、
こ
れ
は
機
な
き
四
の
失
を
示
し
た
も
の
で
、
そ
の
四
の
一
は
三
に
因
っ
て
一
を
悟
る
を
知
ら
ざ
る
故
に
鈍
根
と
名
け
、
二
は
二
乗
の

法
を
楽
う
を
称
し
て
小
智
と
な
し
、
三
は
小
教
を
封
執
す
る
を
名
け
て
著
相
と
し
、
四
は
小
の
究
覚
を
保
し
て
一
乗
を
信
ぜ
ざ
る
を
名
け



《

av

て
僑
慢
と
す
、
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
僑
慢
は
党
文
法
華
経
に
よ
る
と
、

a
F
H
V
宵
包
念
仏

g
e
o
z
v
v
g
z
E
g
d
u可制
w

包
自
由
骨

S
’g色
出
包

v
m
g－
守
宮
内
田
島
窓
口
柳
田
一
包

E
B
E？
胃
仰
旬

S
S
削互角田

dgt

《

mv

ロ
ロ
脚
告

E
A
W
Z
吟
O
吻
可
制

s
a
E
F
E
E
8
2ぐ一怠＝

ハ
今
、
表
相
の
観
念
だ
け
で
、
愚
か
で
、
無
知
で
、
増
上
慢
と
な
っ
た
も
の
は
、
信
じ
難
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
突
に
、
菩
藍
た
ち
は
聞
く
で
あ
ろ
う

し、J
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
は
路
島

E
B仰ロ
ω
の
こ
と
で
あ
り
、

増
上
慢
を
は
な
れ
る
の
が
信
へ
の
道
だ
と
い
う
前
の
説
示
を
う
け
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

き
れ
ば
、
信
伶
包
島
岡
仰
は
ひ
た
す
ら
な
、
素
直
な
心
か
ら
の
も
の
で
仏
説
〈
一
乗
〉
に
対
す
る
も
の

【お》

「
衆
生
必
能
信
受
無
－
－
誘
法
之
畏
こ
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
う
。

( 13 ) 

で
あ
る
か
ら
、

し
か
し
、

そ
れ
が
た
め
に
法
華
経
は
「
如
三
世
諸
仏
」
以
降

av 

「
歎
ν法
令
＝
物
信
受
一
故
須
－
－
称
歎
こ
の
言
葉
を
く
り
ひ
ろ
げ
、
勧
信
を
説
く
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。

一
乗
は
未
曽
有
の
説
示
で
あ
る
が
た
め
に
信
じ
難
い
も
の
で
あ
っ
た
。

も
〔註〕（
1
）
大
正
三
四
・
四
八
二
中
「
将
欲
レ
顕
二
乗
為
＝
真
実
－
」

（
2
〉
同
同
・
四
八
九
下

（

3
）

印

刷

w
a
F
・M
M

・ωH

（
4
〉
大
正
三
四
・
四
八
九
下

（
5
〉
同
同
・
四
九
O
上
中

（6
〉

同

同

・

四

九

O
中

〈

7
）
同
同
・
四
九
三
中
に
は
「
法
説
令
－
－
改
一
レ
小
信
p
大
。
調
発
＝
菩
提
心
－
。
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
菩
提
心
を
発
す
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
そ

の
意
味
で
は
、
こ
こ
で
の
信
は
信
解
包
E
S島
民
で
あ
ろ
う
。

嘉
祥
『
法
華
義
疏
』
に
お
け
る
信
（
望
月
〉



嘉
祥
『
法
華
義
疏
』
に
お
け
る
信
ハ
望
月
〉
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中
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同
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同
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著
『
法
華
経
に
お
け
る
信
の
研
究
序
説
』
－
九
五

t
一
九
七
参
照

大
正
三
四
・
四
九
二
下

同
同
・
四
九
三
中
「
諦
聴
令
ν生
＝
間
態
－
。
普
思
令
レ
生
＝
思
議
－
。
念
之
令
ν生
修
懇
一
」

同
三
四
・
四
九
三
下
J
四
九
四
中

ωω
向
田
何
回
・

M
M
・

ω＠

大
正
三
四
・
四
九
四
中

ω包
F
同

y
S
E
E向山
内

z
a
g
E
5
0
抑制ユ吉伸
g」

ωω
色

何

回

・

同

M
・

ω＠

向
。
・
ぉ

向
。
・
主

大
正
三
四
・
四
九
六
下

同
同
・
四
九
七
下

関
岡
・
四
九
八
中

同
三
四
・
四
九
八
下
「
今
明
＝
法
之
権
実
人
之
真
偽
－
既
寛
。
勧
ν物
信
解
受
持
」

同
同
・
四
九
九
上
中

∞
仰
向
日
開
回
・
同
M
・
h
p
h
p

大
正
三
四
・
五

O
一
中

間

同

・

五

O
五
中

間

同

・

五

一

O
中
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沼

〉

〈

お

〉

（

M
叫
〉

ω削
脚
色
『
・
四
回
・
切
叫

大
正
三
四
・
五
一

O
中

間

同

・

同

下

3 

響
輸
品
は
舎
利
弗
が
一
仏
乗
の
説
示
を
領
解
し
た
こ
と
を
述
べ
る
の
に
は
じ
ま
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
が
、

『
義
疏
』
は
諸
経
が
得
道

す
る
に
領
解
ハ
悟
〉
を
述
べ
な
い
の
に
法
華
経
が
領
解
を
語
る
の
は
、

小
乗
之
人
而
信
＝
大
法
－
難
ν言
＝
己
解
一
容
レ
有
＝
僻
謬
一
。

で
あ
る
か
ら
、
自
ら
述
べ
て
仏
の
印
定
を
請
お
う
と
す
る
の
だ
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
み
る
と
、
領
解
と
は
舎
利
弗
が
一
仏
乗
を

( 15 ) 

理
解
し
ど
う
受
け
と
め
て
心
の
中
に
把
握
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

陪
宮
喰
ロ
聞
の
冒
頭
の
説
示
に
つ
い
て
『
義
疏
』
は
、
内
心
の
歓
喜
と
外
形
の
敬
を
の
べ
た
と
し
、

内
心
歓
喜
者
歓
喜
従
＝
信
解
－
而
発
故
示
＝
於
喜
貌
－
以
表
＝
信
解
－
。

と
述
べ
、

歓
喜
は
信
解
よ
り
発
る
も
の
だ
と
し
て
い
る
。

舎
利
弗
は
昔
の
疑
悔
、

今
の
疑
悔
が
除
か
れ
た
が
故
に
歓
喜
し
た
と
い
う
か

ら

一
仏
乗
に
対
す
る
信
解
が
そ
の
底
に
あ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
『
義
疏
』
が
信
解
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
を
、

ど
う
理
解
し
て
い
る
か
は
解
ら
な
い
。

し
か
し
、

『
義
疏
』
は
、
舎
利
弗
に
対
す
る
受
記
が
何
故
行
な
わ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
六
義
あ
り
と
し
、
そ
の
第
一
の
理
由
と
し
て
、

舎
利
弗
が
方
便
品
の
一
仏
乗
を
聞
い
て
得
た
喜
び
を
語
っ
た
こ
と
を
あ
げ
、

証
一
－
其
所
述
信
解
是
突
－
。
解
若
不
レ
実
則
不
ν得
ν記。

嘉
祥
『
法
華
義
疏
』
に
お
け
る
信
ハ
望
月
〉



高
祥
『
法
華
強
疏
』
に
お
け
る
信
ハ
望
月
〉

と
し
て
い
る
か
ら
、
信
解
と
は
一
仏
乗
を
聞
い
て
得
た
心
の
境
地
、
或
は
領
解
と
い
っ
た
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
六
義
中
の
第
三

に
つ
い
て
、

用
ν此
引
レ
物
。
明
下
有
－
一
信
心
－
故
便
得
申
受
記
占
者
。
欲
レ
得
－
－
受
記
－
宜
レ
生
－
－
信
仏
．
V》

と
し
て
い
る
か
ら
、
受
記
を
得
る
た
め
に
は
一
仏
乗
へ
の
信
解
が
必
要
で
あ
り
、
信
解
の
た
め
に
は
信
心
を
生
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
天
竜
八
部
等
が
舎
利
弗
へ
の
授
記
を
見
て
歓
喜
し
た
こ
と
は
、
舎
利
弗
の
得
記
を
も
っ
て
彼
等
も
信
を

《

S
V

成
ず
る
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
と
し
て
い
る
。

『
義
疏
』
が
華
光
如
来
の
名
号
に
つ
い
て
、
華
は
即
ち
法
華
で
、
光
は
信
解
を
い
う
、
境
智
合
目
す
る
が
故
に
華
光
と
号
す
と
し
て
お

《

6
v

り
、
凡
夫
が
初
め
て
聞
い
て
も
領
解
す
る
の
に
羅
漢
（
二
乗
〉
が
悟
ら
な
い
の
は
、
二
乗
に
は
「
究
寛
」
が
あ
る
か
ら
で
凡
夫
に
は
こ
れ

三
毒
軽
重
。
則
聖
勝
＝
於
凡
－
。
若
信
－
二
乗
－
難
易
則
凡
勝
－
－
於
聖
－
。

( 16 ) 

が
な
い
か
ら
、
初
め
て
問
い
た
だ
け
で
も
悟
る
の
だ
と
し
、

と
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
の
信
は
素
直
に
ひ
た
す
ら
に
信
ず
る
こ
と
で
青
似
品
島
品
で
あ
り
、
信
解
は
領
解
の
意
で
あ
ろ
う
。
領
解
だ
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
信
に
よ
っ
て
到
達
し
得
た
ゆ
る
ぎ
な
い
境
地
に
立
つ
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
て
、
三
車
火
宅
の
輸
に
関
し
て
、
諸
子
が
父
の
提
示
し
た
珍
玩
の
物
を
欲
し
て
「
心
各
勇
鋭
」
に
火
宅
を
出
で
た
の
は
、

今
明
ν
機
信
教
。
既
起
－
一
信
心
－
即
欲
＝
修
行
一
義
言
－
－
勇
鋭
－
也
。
勇
者
募
（
慕
〉
進
也
。
鋭
者
利
也
。

今
明
－
－
懲
敷
精
進
－
也
。

互
相
推
排
者
。
前
既
有
＝
信
心
－
。

だ
と
す
る
か
ら
、
信
ず
る
心
は
修
行
・
精
進
に
結
び
つ
く
も
の
と
な
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
三
車
火
宅
の
喰
を
語
り
終
っ
た
仏
は
、
舎
利
弗
に
む
か
つ
て
声
聞
・
縁
覚
・
大
乗
の
別
を
語
る
が
、
そ
の
中
の
「
従
仏
世
尊



開
法
信
受
」
の
句
に
つ
い
て
『
義
疏
』
は
、
こ
れ
は
、

明
＝
外
縁
一
也
。
信
受
者
因
縁
具
足
故
云
＝
開
法
信
受
一
句

と
し
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
、
外
縁
に
対
す
る
内
縁
は
、
こ
の
前
の
句
の
「
内
有
智
性
」
を
い
う
と
い
う
か
ら
、
心
の
内
の
も
の
と
外
か

ら
教
え
ら
れ
た
仏
の
教
え
と
が
相
合
し
て
信
受
す
る
の
だ
と
な
ろ
う
か
。
党
文
法
華
経
に
よ
る
と
、

（

mv 

gw
け

mw汁
HMmwmMWHM凶
ω
可制戸】
O
W向W
U符ロ円

ωσ
何回目恥円相脚色角田
ωγ
向田町
m
D巳一

ωσ
一回岡山砂町釦角田内目白－
S
F
R〈
仰
の
ω
件胸骨
MM仰開制
W件mFIh山mwωω
ロ0
・・：．

ハ
彼
等
は
世
間
の
父
で
あ
る
如
来
を
信
ず
る
。
信
じ
て
如
来
の
教
誠
に
：
：
：
〉

と
さ
れ
、
信
受
の
語
に
あ
た
る
も
の
は
宵
向
E
E
V
m
w
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
党
文
法
華
経
は
前
の
文
に
統
い
て
、
・

ω
σ
E
マ

ロ｝苫・ロ

g
ロ向日

usmmg
削同》戸園内田苫
H
M
件
。
〈
専
心
し
努
力
し
よ
う
〉
と
し
て
い
る
か
ら
、

こ
の
信
受
は
仏
の
言
葉
の
ま
ま
に
う
け
と
め
、
精
進
す

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
三
界
を
出
で
る
に
は
仏
の
言
葉
を
信
受
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
長
行
を
う

( 17 ) 

け
た
偏
頒
の
中
で
の
「
諸
子
聞
レ
説
」
以
下
に
つ
い
て
も
『
義
疏
』
は
信
受
し
て
出
宅
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

さ
れ
ば
『
義
疏
』
は
党
文
法
華
経
の
九
一
備
に
あ
た
る
「
汝
等
若
能

信
受
是
週
間
」
は
勧
信
し
た
も
の
だ
と
し
、

《

nv

我
此
法
印
」
以
降
に
つ
い
て
も
、
誠
勧
し
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
か
ら
、
信
を
勧
め
る
と
い
う
理
解
を
し
た
と
う
け
と
め

一
O
五
偽
に
あ
た
る

「
汝
舎
利
弗

る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
て
そ
の
信
は
、

円四｝

我
此
法
印
者
。
以
ν
理
為
ν印
。
調
文
与
ν理
相
応
則
応
－
－
信
受
－
。
文
語
－
－
此
理
－
則
不
レ
応
ν信。

と
し
て
い
る
か
ら
、
理
に
合
う
も
の
で
な
け
れ
ば
信
ず
べ
き
で
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
信
は
仏
な
る
絶
対
者
、
仏
の
教
え
等
の
真
理

そ
の
も
の
に
対
し
て
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
仏
教
の
伝
統
的
あ
り
方
と
同
じ
あ
り
方
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

｛臼》

法
華
経
の
「
以
信
得
入
」
の
信
は

o
g
蛍
宵
包
島
町
脚
立
－

B
m
w
g鈴

S
M可
帥
ロ
巴
湾
側
w
q曾
自
由

wm召
］
国
仰
ロ
ロ
ロ
仰
の
臥
M
g
i
a百
件
。
ハ
彼

嘉
祥
『
法
華
麓
疏
』
に
お
け
る
信
ハ
望
月
〉



嘉
祥
『
法
華
義
疏
』
に
お
け
る
信
ハ
望
月
〉

等
は
私
へ
の
信
に
よ
っ
て
入
る
の
で
あ
り
、
各
自
の
智
は
見
ら
れ
な
い
〉
の
よ
う
に
宵
州
丘
島
町
仰
の
信
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
が
、

『
義
疏
』
は
こ

れ
に
つ
い
て
、
二
乗
の
断
常
の
心
は
深
き
不
断
常
の
法
を
悟
る
こ
と
能
わ
ず
、
但
仰
い
で
信
ず
る
こ
と
を
得
る
の
み
と
し
て
、
信
ぜ
ら
れ

な
い
五
人
の
人
を
挙
げ
て
い
る
。
五
人
と
は
僑
慢
の
人
、
僻
怠
の
人
、
我
見
に
計
す
る
人
、
凡
夫
の
浅
識
で
世
俗
の
経
書
を
学
し
至
極
を

信
じ
な
い
人
、
五
欲
に
著
し
小
楽
に
著
し
大
楽
を
忘
れ
る
人
で
あ
る
か
内
M
W
V

素
直
に
仏
の
言
葉
を
う
け
と
め
る
こ
と
の
出
来
な
い
人
々
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
て
こ
れ
に
よ
っ
て
み
る
と
、
信
は
正
な
る
も
の
真
理
な
る
も
の
に
対
し
て
あ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
真

じ
た
も
の
が
理
教
で
あ
る
が
故
に
、

理
を
理
解
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
が
只
ひ
た
す
ら
に
素
直
に
信
ず
る
と
い
う
行
為
に
入
る
べ
き
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
信

《

mv

「
信
必
有
－
一
深
福
こ
と
い
わ
れ
る
。

し
か
し
て
、

一
三
五
備
に
あ
た
る
「
告
舎
利
弗

誘
斯
経
者
」
に
関
し
て
『
義
疏
』
は
、
五
逆
破
戒
の
人
で
あ
っ
て
も
法
華
経
を
信
じ

普
友
に
値
え
ば
作
仏
す
る
こ
と
が
出
来
、
普
友
に
会
え
な
い
人
は
信
ず
と
い
え
ど
も
地
獄
は
免
れ
ず
、
同
じ
よ
う
に
持
戒
の
人
で
も
法
華

。
灼
》

と
し
て
い
る
か
ら
、

( 18 ) 

経
を
信
ぜ
ら
れ
な
け
れ
ば
地
獄
に
入
る
、

信
ず
る
と
い
う
こ
と
が
全
て
と
し
て
捉
ら
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な

い
。
信
じ
た
上
で
善
友
に
会
う
た
め
の
努
力
が
肝
要
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

ハハハハハハハ詰
7 6 5 4 3 2 1〕、J 、J 、J、J 、J 、J 、J
同同同同同同大

正
同同同同同同三

四

五五 五五五
一一同同一一一
八七 六二二
中中 下中上



（

8
〉

ハ
9
）

ハ叩〉
〈日〉
〈ロ〉
ハ臼）

〈

M
〉

〈時）
〈凶）

同
同
・
五
二
六
上

同
同
・
五
三
一
上

mm品
F
・匂・∞。

大
正
三
四
・
五
三
九
下

同

同

・

五

四

O
下

ω白
色
町
・
。
・
也

ω

大
正
三
四
・
五
四
一
上

同
同
・
五
四
一
中

同
同
・
五
四
二
上

4 

詳
細
な
論
述
を
展
開
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
来
意
、
釈
名
門
を
中
心
に
信
解
に
言
及
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
先
ず
来
意
門
で
、
方

信
解
品
を
注
釈
し
た
『
義
疏
』
は
、
冒
頭
で
信
解
に
つ
い
て
来
怠
、
釈
名
、
出
体
、
信
解
相
、
信
解
位
、
同
異
の
六
門
に
わ
か
っ
て
、

( 19 ) 

使
口
聞
の
「
得
一
一
阿
羅
漢
－
。
若
不
レ
信
－
一
此
法
－
。
無
レ
有
＝
是
処
乙
の
句
を
引
い
て
、
も
し
爾
ら
ば
初
め
の
法
説
を
聞
い
て
領
解
す
べ
き
で
あ

る
の
に
鵬
首
喰
を
待
っ
て
信
解
す
る
の
は
何
故
か
、
と
の
質
問
を
た
て
、

経
一
一
三
必
信
一
者
。
蓋
鱒
－
－
始
終
一
為
レ
一
一
言
耳
。
不
レ
雪
国
エ
初
法
説
即
能
信
解
－
。

曹
喰
一
方
得
一
一
分
明
一
。

叉
中
根
之
人
初
聞
ニ
法
説
－
虚
心
己
信
。
但
由
レ
未
レ
解
故
至

円

2
v

と
述
べ
て
い
る
。
前
記
の
方
便
品
の
句
の
信
に
関
す
る
党
文
法
華
経
は
、
由
民
高
『
宮
内
回
目
5
2
H
g
e
宵
三
品

E
青
色
向
田
包
四
回
以
弘
一
件
（
こ
の
法
門

を
聴
い
て
信
じ
な
い
〈
と
い
う
こ
と
は
不
要
で
あ
り
得
な
い
）
〉
と
さ
れ
、
信
は
仇
山
店
内
庄
司
M
m
w

で
あ
る
が
、

『
義
疏
』

は
こ
の
信
じ
な
い
と
い
う

こ
と
は
あ
り
得
な
い
の
言
葉
を
う
け
て
、
信
解
の
語
を
つ
か
い
中
根
の
人
は
虚
心
に
信
じ
て
も
、
そ
れ
以
下
の
人
は
未
解
で
あ
る
か
ら
饗

嘉
祥
『
法
華
義
疏
』
に
お
け
る
信
ハ
望
月
〉



嘉
祥
『
法
華
義
疏
』
に
お
け
る
信
ハ
望
月
〉

喰
が
必
要
な
の
だ
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
未
解
と
い
う
と
こ
ろ
を
見
る
と
信
解
を
領
解
・
理
解
す
る
こ
と
の
意
に
捉
ら
え
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

釈
名
門
に
な
る
と
、
信
解
の
名
に
は
離
と
合
と
が
あ
り
、
離
に
三
義
、
合
に
二
義
あ
り
と
す
る
。
要
を
と
っ
て
こ
れ
を
の
べ
る
と
次
の

如
く
で
あ
る
。

一
、
疑
を
除
く
を
信
と
い
い
、
執
を
破
す
る
を
解
と
い
う
。
信
は
決
定
を
旨
と
す
る
か
ら
、
三
を
権
、

一
を
実
と
信
ず
る
こ
と
。
解
は

了
悟
を
義
と
す
る
か
ら
、
三
は
こ
れ
無
な
り
と
解
り
、

一
を
有
と
悟
る
こ
と
。

の
が
信
。
又
、
三
を
権
、

二
、
信
は
不
信
よ
り
起
り
、
解
は
不
解
よ
り
生
ず
。
三
権
一
実
を
信
じ
な
い
不
信
の
心
が
改
ま
り
、
三
は
権
、

一
を
実
と
信
じ
て
も
そ
の
所
以
を
解
ら
ず
傍
ら
な
い
心
が
改
ま
り
、
一
一
一
権
一
実
を
悟
り
解
る
こ
と
が
解
。
故
に

一
は
実
な
り
と
信
ず
る

信
は
初
に
在
り
解
は
そ
の
後
に
あ
り
。
解
浅
き
が
故
に
信
と
名
づ
け
、
信
深
き
が
故
に
解
と
名
づ
く
。

( 20 ) 

三
、
信
は
邪
見
を
破
し
、
解
は
無
明
を
破
す
。
こ
れ
に
は
四
種
あ
り
、
①
鈍
根
正
見
の
人
、
信
じ
て
解
ら
ず
、
虚
心
に
信
受
す
と
も
未

だ
解
る
こ
と
が
出
来
な
い
①
利
根
邪
見
の
人
、
解
っ
て
信
ぜ
ず
①
正
見
利
根
の
人
、
亦
信
じ
亦
解
る
④
鈍
犠
邪
見
の
人
、

信
ぜ
ず
解
ら

ず。
と
い
う
の
で
あ
り
、
更
に
合
し
て
信
解
を
注
釈
し
、
次
の
二
義
を
挙
げ
て
い
る
。

ー
、
上
に
所
対
あ
り
。
解
に
見
解
、
信
解
の
二
種
あ
り
、
菩
薩
の
如
く
、
師
に
滋
る
義
少
く
理
を
見
る
情
多
い
の
が
見
解
、
戸
閣
の
ご

と
く
、
師
に
恕
る
義
多
く
理
を
見
る
情
少
い
の
が
信
解
。

2
、
下
に
形
ど
る
所
あ
り
。
信
は
決
定
を
義
と
す
。
仏
に
因
っ
て
解
を
得
た
り
と
雄
も
、
解
心
堅
明
な
り
、
理
必
ず
爾
り
と
い
う
。
凡

夫
の
悠
々
の
解
に
非
ず
。



こ
れ
ら
は
信
解
を
信
と
解
と
に
わ
か
ち
、
信
は
仏
の
説
示
を
そ
の
ま
ま
疑
い
な
く
信
ず
る
も
の
で
、
解
は
仏
の
教
説
を
信
ず
る
上
に
立

ち
解
り
悟
る
も
の
で
了
悟
、

領
解
す
る
も
の
で
あ
り
、

こ
の
両
者
は
、

「
即
信
在
＝
其
初
－
解
在
－
－
其
後
一
：
：
：
解
浅
故
名
レ
信
：
：
：
信
深
故

名
レ
解
」
と
い
う
よ
う
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

出
体
門
に
て
は
、

『
雑
阿
見
曇
心
論
』
と
『
成
実
論
』
と
の
信
・
解
の
解
釈
を
紹
介
し
た
上
で
、
心
あ
っ
て
教
と
具
体
或
は
一
体
と
見

る
は
こ
れ
は
一
異
の
執
見
で
あ
り
信
解
の
体
で
は
な
い
と
し
、
信
解
相
門
に
て
、
信
解
と
言
う
は
経
の
本
宗
を
尋
ぬ
べ
し
と
し
、
方
便
品

の
ー「

諸
法
従
本
来
常
自
寂
滅
相
」ー

を
ヲ｜

て

一
、
三
の
区
別
は
な
く
、

一
、
三
両
つ
な
が
ら
捨
て
権
実
並
に
除
い
て
、
心
に
所
依
な
け

れ
ば
信
解
と
名
く
の
だ
と
、
執
着
を
除
き
空
（
無
執
着
）
に
処
す
べ
き
だ
と
い
う
有
無
の
論
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
し
て
信
解
の
位
門
で

は
小
乗
を
破
し
て
大
乗
を
信
ず
る
廻
小
入
大
は
十
信
の
位
の
初
心
だ
と
し
、
同
異
門
で
は
舎
利
弗
・
迦
葉
、
上
中
下
根
等
の
七
異
の
あ
る

こ
と
を
の
べ
て
い
る
が
、
そ
の
七
異
に
関
し
上
根
の
領
解
、
中
根
の
領
解
、
下
根
の
領
解
と
表
現
し
て
い
る
か
ら
、
信
解
を
領
解
と
と
ら

( 21 ) 

え
た
上
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
『
義
疏
』
の
立
場
を
見
る
と
、
信
解
を
信
と
解
と
に
わ
か
ち
、
三
宝
を
信
ず
る
信
と
、
仏
の
教
説
を
了
解
す
る
と
の
立
場

を
と
り
な
が
ら
も
、
領
解
は
信
じ
て
解
す
と
い
う
よ
う
な
表
現
を
み
る
と
、
信
解
は
信
．
す
る
と
い
う
あ
り
方
の
上
に
お
い
て
成
立
す
る
も

の
と
し
て
、
信
解
を
領
解
・
理
解
と
い
う
あ
り
方
と
し
て
と
ら
え
て
い
た
よ
う
に
一
応
は
見
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
あ
り
方
は
信
解
品
一
品
の
立
場
を
注
釈
し
て
『
義
疏
』
が
、

品
開
為
レ
二
。
初
経
家
序
コ
其
得
解
之
相
一
。
第
二
発
レ
言
自
述
－
－
領
解
す
v

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
あ
き
ら
か
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

同

E
M
M

深
－
以
成
＝
領
解
こ
と
し
て
い
る
。
領
解
は
仏
の
力
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
と
い
う
の
は
、

「
以
＝
解
由
レ
仏
得
－
故
歎
－
弘
恩
－
叉
良
由
＝
領
解
－
方
識
－
－
仏
恩
－
故
歎
エ
仏
恩

信
の
上
に
領
解
〈
信
解
〉
が
成
立
す
る
と
見
る

嘉
祥
『
法
華
議
疏
』
に
お
け
る
信
〈
望
月
〉



嘉
祥
『
法
華
義
疏
』
に
お
け
る
信
〈
望
月
〉

か
ら
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
『
義
疏
』
は
窮
子
が
長
者
の
家
に
至
り
門
の
側
に
住
立
し
た
と
の
妙
法
華
経
に
よ
っ
て
、

未
レ
有
＝
大
機
－
不
レ
堪
レ
受
＝
大
教
－
如
＝
門
側
、
：
：
：
始
未
＝
信
受
－
如
－
－
門
側
－

と
し
て
い
る
か
ら
、
法
を
受
け
信
ぜ
ら
れ
な
い
と
い
う
型
で
信
受
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
信
受
せ
ら
れ
な
い
理
由
を
、
妙
法
華

経
の
「
此
必
定
死
」
に
か
ら
め
て
、

教
大
機
小
講
＝
其
本
情
－
。
心
生
－
－
不
信
－
則
起
＝
誹
誘
－
断
＝
於
懇
命
－
。

と
し
て
、
機
根
が
小
な
る
た
め
に
不
信
と
な
る
の
だ
と
し
、
こ
の
機
の
小
な
る
が
「
志
意
下
劣
」
と
し
、
士
山
意
下
劣
の
故
に
こ
そ
長
者
は

窮
子
の
た
め
に
使
者
を
遣
わ
し
た
の
だ
、
と
し
て
、
更
に
、
昔
日
に
本
大
乗
の
願
行
あ
り
し
に
、
遂
に
大
法
を
う
け
ず
小
乗
を
楽
い
、
大

門

8
v

乗
を
信
ぜ
ず
小
乗
を
信
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
感
ん
で
い
る
の
だ
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
志
意
下
劣
は
党
文
法
華

( 22 ) 

経
に
よ
る
と
窓
口
陀

大
乗
を
信
じ
な
い
の
は
下
劣
な
信
解
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
こ

と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
窮
子
が
な
れ
て
長
者
の
家
に
出
入
自
在
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
「
心
相
体
信
」
に
つ
い
て
『
義
疏
』

円

9
M

は
、
大
機
が
漸
く
発
し
大
教
を
聞
く
に
堪
え
た
る
た
め
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
父
子
の
心
が
信
じ
あ
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が

更
に
、
子
の
心
が
大
乗
を
求
め
よ
う
と
す
る
大
い
な
る
心
の
境
地
に
む
か
つ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。

さ
れ
ば
『
義
疏
』
は
「
今
回
世
尊
」
で
始
ま
る
語
句
に
つ
い
て
の
「
我
等
於
中
」
以
下
は
信
受
に
合
す
る
の
だ
F
し
て
い
る
。

不
信
我
言
不
信
是
父
」
を
う
け
て
、

A
U】

不
信
我
言
者
不
信
実
教
也
。
不
信
是
父
者
不
信
実
身
也

そ
し
て
備
の
「
長
者
知
子

愚
療
狭
劣

と
称
す
る
か
ら
、
信
と
は
真
実
な
る
も
の
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
妙
法
華
経
に
対
す
る
発
文
法
華
経
は
、
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立
節
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こ
の
栄
華
が
自
分
の
も
の
と
信
ぜ
ず
、
こ
れ
は
自
分
の
父
親
で
あ
る
と
信
じ
な
い
〉

と
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
信
は
宵
仰
向
宮
町
仰
が
示
す
信
で
も
あ
る
。
し
か
し
て
党
文
法
華
経
は
、
信
じ
な
い
理
由
を
、
劣
っ
た
信
解

V
E
’

飾
品

E
B
Z
W誌
に
お
る
か
ら
だ
と
し
て
い
る
か
ら
、
信
が
正
し
く
な
さ
れ
る
た
め
に
は
、

正
し
い
信
解
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
と
な
す
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
妙
法
華
経
は
、
こ
の
劣
っ
た
信
解
を
、
愚
療
狭
劣
と
訳
し
て
い
る
。

更
に
見
宝
塔
品
の
注
釈
を
見
る
と
、
六
難
に
関
し
て
『
義
疏
』
は
、
「
有
＝
六
種
人
－
不
レ
信
一
一
法
華
こ
と
し
て
、
川
五
欲
に
貧
著
し
小
楽

を
見
て
大
楽
を
忘
れ
る
が
故
に
法
華
を
信
ぜ
ず
、

ω外
道
の
人
は
諸
見
に
執
着
し
離
見
の
法
を
受
け
ず
、

ω小
乗
の
人
は
権
に
執
じ
突
に

迷
っ
て
一
乗
を
信
ぜ
ず
、

ωこ
の
経
は
こ
れ
無
常
の
教
な
り
と
執
す
る
人
は
、
法
華
の
常
を
聞
い
て
信
受
を
生
ぜ
ず
、
川
こ
の
経
は
こ
れ

( 23 ) 

覆
相
の
常
と
執
著
し
、
顕
了
の
常
を
説
く
を
聞
く
も
信
受
を
生
ぜ
ず
、
山
川
有
所
得
の
人
こ
の
経
は
決
定
し
て
こ
れ
常
な
り
と
執
著
し
、
非

常
非
無
常
、
不
三
不
一
、
無
依
無
得
な
り
と
説
く
を
聞
い
て
信
芝
生
ぜ
ず
、
と
の
ベ
て
、
こ
れ
を
「
古
今
南
北
信
解
者
伐
と
結
ん

で
い
る
。

先
の
信
解
の
注
釈
に
お
け
る
『
義
疏
』
の
、
疑
を
除
く
が
信
、
執
を
破
す
る
が
解
、
信
は
不
信
よ
り
起
り
、
解
は
不
解
よ
り
生
ず
、
信

は
邪
見
を
破
し
、
解
は
無
明
を
破
す
等
々
の
文
に
よ
る
に
、
今
の
こ
こ
で
の
不
信
法
華
の
六
種
人
は
、
信
じ
な
い
と
い
う
こ
と
で
挙
げ
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
実
は
執
を
破
し
、
不
解
を
破
し
、
無
明
を
破
す
と
い
う
こ
と
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、
古
今
南
北
信
解
者
少
と
信
解
の
語
で
結
ぼ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

嘉
祥
『
法
華
義
疏
』
に
お
け
る
信
（
望
月
）
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5 

『
義
疏
』
は
そ
の
官
頭
で
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
一
つ
に
、

将
レ
説
＝
寿
量
－
。
恐
－
一
物
不
信
受
一
故

従
地
涌
出
品
の
来
る
所
以
を
、

と
い
う
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
如
来
寿
量
を
信
ぜ
よ
と
い
う
と
こ
ろ
に
法
華
経
の
願
目
が
あ
る
こ
と
を
説
こ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

地
涌
の
菩
薩
が
出
現
し
た
こ
と
に
ふ
れ
て
『
義
疏
』
は
、
地
涌
の
菩
薩
の
涌
出
を
明
し
た
の
は
能
化
の
寿
量
を
聞
く
た
め
で
あ
り
、
四
大

菩
麗
ら
の
問
訊
す
る
こ
と
は
衆
生
の
度
し
易
き
こ
と
を
明
す
た
め
だ
と
し
て
、



謂
所
化
信
受
o

即
久
己
成
仏
衆
生
久
己
信
受
。
此
二
是
縁
教
感
聡

と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
如
来
寿
量
は
教
円
で
あ
り
、
正
し
き
教
門
あ
る
が
故
に
衆
生
は
そ
の
縁
に
よ
り
信
受
以
外
に
道
の
な
い
こ
と

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
う
か
ら
、
こ
こ
で
の
信
受
は
信
吟
仰
向
田
島
町
仰
の
意
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
故
、
如
来
寿
量
品
の
注
釈
に
お
い
て
『
義
疏
』
は
、
こ
の
品
の
来
意
門
と
し
て
、

所
＝
－
以
有
＝
此
品
来
一
者
明
＝
身
権
身
実
－
有
コ
四
章
一
。
今
是
第
四
広
開
＝
身
一
権
身
実
－
断
レ
疑
生
レ
信
均

と
の
ベ
、
如
来
寿
量
を
信
ぜ
さ
せ
る
た
め
に
、
こ
の
品
が
説
か
れ
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

妙
法
華
経
の
如
来
寿
量
品
は
、

「
汝
等
当
レ
信
＝
解
如
来
誠
一
諦
之
語
こ

と
三
度
び
く
り
返
し
て
い
る
が
、

こ
こ
で
信
解
と
な
さ
れ
て
い

る
の
は
、
党
文
法
華
経
に
よ
る
と
、
号
制
長
包
宮
司
包
『
〈
ωヨ
5
0
W
ロ
E
1匂
ロ
可
脚
”
σ区
町
包
内
宮
内
凶
V州脚色
V

S召

S
S側
聞
巳

BM『
ωσ
何
回
国
官
召

《

4
V

4
仰
g
ヨ
4
M可
制

FHHR向wgMH
〈
善
男
子
よ
、
如
来
の
真
実
の
言
葉
を
信
用
し
、
信
じ
、
頼
る
ベ
し
〉
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
は
信
解
の
訳
が
示
す
意
味
で

( 25 ) 

は
な
く
、
信
じ
、
ま
か
せ
切
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

『
義
疏
』
が
示
す
「
断
疑
生
信
」
の
注
釈
が
ふ
さ
わ
し
く
、

今
顕
開
＝
於
寿
量
－
。
以
＝
執
近
情
難
レ
傾
遠
寿
難
v
信
示
＝
悟
物
－
以
レ
漸
故

と
い
う
よ
う
に
、
如
来
寿
量
は
難
信
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
涌
出
を
説
き
、
仏
語
と
し
て
信
を
強
調
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
信
も
ま
さ
し
く
宵
M
w
a
－
－
門
医
仰
の
信
で
あ
る
と
一
応
は
思
わ
れ
る
。

こ
れ
を
明
す
に
一
品
半
の
経
あ
り
、
勧
信
門
・
正
説
門
・
得
益
門
・
称
歎
門
・
格
量
門
の
五
門
あ
り
と
し
、

し
か
し
、

『
義
疏
』
は
身
権
身
実
に
つ
い
て
、

深
法
難
レ
受
。
前
須
コ
勧
信
、
勧
信
既
克
次
為
広
説
ν法
。
説
法
応
ν機
時
衆
得
道
疑
除
領
解
。
是
故
称
歎
。

所
以
格
宅

信
解
者
福
徳
智
慧
無
辺
。

と
の
ベ
て
、
更
に
勧
信
門
に
つ
い
て
、

嘉
祥
『
法
華
義
疏
』
に
お
け
る
信
ハ
望
月
〉



嘉
祥
『
法
華
義
疏
』
に
お
け
る
信
（
望
月
〉

初
門
又
三
。

一
正
勧
信
。
二
大
衆
受
レ
旨
。
三
者
誠
聴
。
勧
コ
信
解
－
者
勧
－
－
始
行
者
三
♂
信
。

深
悟
者
令
ν解。

叉
令
－
－
始
信
而
終
解
－
。

叉
今
説
－
－
法
身
－
唯
仏
証
解
。
除
レ
仏
己
還
皆
是
信
解
也
。
如
来
誠
諦
之
語
者
出
レ
所
＝
信
解
－
也
。

と
の
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
み
る
と
、
仏
語
を
信
ず
る
こ
と
を
勧
め
、
衆
が
信
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
時
に
正
法
を
説
き
、
領
解
せ
し

め
、
そ
こ
か
ら
誠
聴
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
如
来
の
誠
諦
の
語
と
は
信
解
す
る
所
を
出
す
、
と
な
し
て
い
る
か
ら
、

『
義
疏
』
が
如
来
寿
量
品
の
冒
頭
の
語
か
ら
得
た
も
の
は
、
信
町
制
戸
島
内
田
『
仰
で
は
な
く
、
『
妙
法
華
経
』
の
表
現
通
り
信
解
包

E
B
Z
W
E

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
信
か
ら
領
解
（
信
解
）
に
す
す
む
も
の
と
し
て
の
理
解
で
あ
り
、
信
解
は
領
解
し
た
も
の
を
し
か
と
と
ら
え
て
お

く
と
い
っ
た
意
味
あ
い
で
と
ら
え
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
に
は
分
別
功
徳
品
に
お
け
る
一
念
信
解
の
信
解
も
関
し
て
い
る

で
あ
ろ
う
。

『
義
疏
』
が
、

菩
薩
の
仏
慧
に
倍
入
す
る
に
つ
い
て
三
根
を
分
つ
と
し
、

従
地
涌
出
品
の

「
始
見
－
－
我
身
－
聞
－
－
我
所
説
、

即
皆
信
受

( 26 ) 

入
－
－
如
来
懇
乙
を
も
っ
て
、
上
根
だ
と
し
て
い
る
の
も
、
分
別
功
徳
品
で
の
弥
勤
が
疑
を
除
い
た
こ
と
を
領
解
し
た
と
す
る
の
も
、
こ
の

《

7
v

よ
う
な
事
情
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
て
一
念
信
解
を
説
く
段
の
注
釈
の
中
で
、

『
義
疏
』
は
、

但
挙
－
－
五
度
－
不
レ
挙
＝
波
若
一
者
信
＝
解
寿
長
－
。
此
心
即
是
般
若
。
不
レ
可
下
還
以
－
一
波
若
一
格
申
量
般
若
ム
也
。
叉
般
若
即
是
仏
寿
照
境
之
義
。

名
＝
平
等
大
慈
－
。

と
し
て
い
る
。
如
来
寿
量
に
対
す
る
信
解
こ
そ
般
若
波
羅
蜜
で
、

仏
寿
照
境
の
義
で
、

平
等
大
慈
だ
と
い
う
時
、

こ
こ
で
も
信
解
は
信

－
↓
信
解
の
型
の
上
で
、
領
解
し
た
も
の
を
し
か
と
と
ら
え
て
い
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

妙
法
華
経
の
一
念
信
解
は
、
発
文
法
華
経
に
よ
る
と
各
州
T
O符
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円

9
v

w叫
S
（
一
度
で
も
心
を
お
こ
し
、
信
解
を
生
じ
、
信
を
な
し
た
と
し
よ
う
〉
と
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
は
信
宵
包
内
出
品
と
信
解
怠
E
B守

伊
良
山
に
か
か
わ
る
の
で
あ
る
が
、

如
来
寿
量
品
が
削
号
毘
宵
ω円
四
島
町
仰
を
も
っ
て
信
解
と
訳
出
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

一
念
信
解
の
信

解
も
同
様
に
理
解
し
、
更
に
こ
れ
を
信
｜
↓
信
解
と
い
う
型
で
と
ら
え
て
、

か
く
論
を
展
開
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

〔註〕〈
1
〉
大
正
三
四
・
五
九
九
中

ハ
2
〉

同

同

・

六

O
O上

ハ
3
〉

同

同

・

六

O
ニ
中

（

4
〉
印
刷
脚
色

V
・
MYω
戸
町

（

5
）
大
正
三
四
・
六

O
三
下

（

6
〉

同

同

・

六

O
＝一下

ハ
7
〉
同
同
・
六
一
二
上

ハ
8
）
同
同
・
六
一
二
上

ハ
9
〉

ω仰
向
ロ
ゲ
ヲ
ωωN

( 27 ) 

嘉
祥
『
法
華
議
疏
』
に
お
け
る
信
ハ
望
月
〉


